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目的

　本研究では，モンゴルにおける人間活動と生態系ネットワークの関係解明のため，生態系ネットワークの予測と評価モデルの一部である生態系プロセスモデルに自然科学的な基礎情報を提供する。モンゴルでは，緯度に沿った気候条件の変化とともに，北から南へ森林ステップ〜ステップ〜乾燥ステップへと生態系サブシステムが変化し，代表的な人間活動として放牧による畜産があげられる。放牧による被食の有無や強度はそれぞれの生態系サブシステムにおける様々な生態系プロセスを変化させると予想されるが，既存研究によると被食が生態系プロセスに促進方向に影響するか，あるいは抑制方向に影響するかは様々な要因に依存することが報告されている（例えばRitchie et al. 1998, Augustine et al. 2006など）。そこで，本研究では，それぞれの生態系サブシステムにおいて放牧による被食の有無が土壌養分条件および土壌養分条件の微小スケール（< 50m）の空間的不均質性におよぼす影響を明らかにし，モンゴルの生態系サブシステムにおける被食の有無と生態系プロセスの関係を理解することを目的とする。本年度は予備調査を行った。

調査地と方法

　ウランバートル郊外の森林ステップ生態系，マンダルゴビのステップ生態系，およびダンザドガドの乾燥ステップ生態系において，柵によって囲われた被食のほとんどない場所および柵外の放牧による被食がある場所の合計6ヵ所を調査対象とした。各調査地において鉱物質土壌層表層（0-10cm）を採取し，実験室に持ち帰った。持ち帰った土壌試料について，これまでに電気伝導度，pH，および土壌採取時の無機態窒素濃度を分析・測定し，現在もその他の土壌化学性に関する分析・測定を継続している。

結果と考察

　これまでに得られた土壌特性値の結果を図1に示す。ステップ生態系／被食あり調査区において著しく大きな値を示す地点があったため解析方法の検討が必要であるが，二元配置分散分析によると電気伝導度とpHについては交互作用効果が検出された。生態系サブシステムのタイプが異なると被食の影響の程度や影響の方向が異なる可能性を示唆していると考えられる。今後もさらにこれらの土壌試料についてその他の土壌化学性に関する分析・測定を継続し，被食の有無が表層土壌の特性におよぼす影響について検討する。
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図１．モンゴルの森林ステップ，ステップおよび乾燥ステップ生態系における柵内（被食なし）・柵外（被食あり）の表層土壌特性（平均値±標準誤差，n=10）。a) 電気伝導度，b) pH ( H2O)，c) アンモニア態窒素濃度，d) 硝酸態窒素濃度，およびe) 全無機態窒素濃度。

図中は二元配置分散分析の結果を示す。 E, 生態系サブシステムタイプの効果； G, 被食の有無の効果； E×G, 生態系サブシステムタイプと被食の有無の交互作用効果。 ns, not significant; *, P < 0.05; **, P < 0.01; ***, P < 0.001。

